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利府町総合計画（令和3年度～令和12年度）上位計画
誰もが幸せを実感できる着実なまちづくり

成⾧と成熟による持続的な発展に向けたチャレンジ
まちづくり
の方向性

もっと先へ、チャレンジ利府!
～みんなの夢がかなうまち～

メイン
テーマ

連携
整合

各分野の関連計画
●第5次利府町国土利用計画
●利府町都市マスタープラン
●利府町第3期地域福祉計画
●利府町高齢者福祉計画・第8期介護保
険事業計画

●利府町第4期障がい者計画・第6期障が
い福祉計画・第2期障がい児福祉計画

等

利府町地域公共交通計画根拠法令

交通政策基本法

地域公共交通の
活性化及び再生に
関する法律

即する 即する

基本方針
（本町が目指す公共交通の将来像）

基本目標
（達成度合いを図る指標・数値を設定）

目標達成に向けた施策・事業
（計画期間に実施する施策メニュー）
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○中心部へのアクセスは、移動ニーズが高い一方、目的地によって乗り換えが発生するため適切なアクセス手段の確保が必要 
○公共交通のカバー圏域は約９割。しかし、「利用しづらいエリア」や「使いづらいエリア」が発生 
○「まちなか経路」を形成し路線バスが運行し高頻度に運行しているが、運行間隔のバラつきが利用者にとって分かりづらく、高
頻度運行を活かすため、ダイヤの設定（一部時間帯の運行間隔の平準化）や情報の周知（本数が多い点を強調した
表示等）が必要 

〇町民の関心が高い町民バスは、収支率が微減傾向であり移動ニーズに対するミスマッチが発生 
〇持続性を高めるため、地域の人口集積と移動ニーズに応じたサービスバランスの見直しが必要 

○ダイヤ状況やアンケート結果によると、鉄道⇔バスの乗り換え時間が⾧い場合や接続を重視した情報が充分に浸透していな
い状況 

○広域的な移動を支えるためにルート・接続ダイヤの見直し、接続を重視した情報発信が必要 

○「まちなか経路」を形成し、交通結節点中心に待合環境の整備や情報発信の充実化を進めてきたが、情報が不足している
箇所も散見される 

○待合環境の整備に多額の費用が発生するため、全てのバス停に待合環境を整備することは厳しいものの、一定数の利用が
みられるバス停は、待合環境の整備を検討するほか、既存施設の待合スペースの活用も進め、快適に公共交通を利用で
きる環境を整備 

○スマートフォンの普及に伴い、デジタル形式の情報取得が求められ、公共交通マップに QR コードを貼付し検索サイトに誘導
するほか、バスロケーションシステムを導入し、紙媒体を活用したアナログ的な情報発信とデジタル技術を活用した情報発信
を進めてきている 

○さらに強化していくためにオープンデータ化（停留所名称・位置情報・運賃情報・定刻のダイヤ情報等）への推進が必要 

○全国的な燃料費の高騰や利用者数の低迷等により、今後公共交通サービスの維持が難しくなるため、維持に向けて交通
サービスの見直しや利用促進作成を講じることによる利用者の増加を図るほか、広告収入等の営業外収益の獲得に加え、
利用実態に応じた持続可能な運賃体系の検討等が必要 

○担い手となる交通事業者では、運転手の担い手不足や高齢化が顕在化し、今後の人材確保が課題となっているため、公
共交通を持続可能なものとして提供していくためにも、事業者の安定的な経営基盤確保の構築が必要 

○仙塩利府病院の病院送迎バスをはじめとした民間が運営・運行する移動サービス等があり、公共交通で対応しきれない移
動ニーズにきめ細かく対応している側面もあるため、公共交通とのサービスのバランスを考慮し、民間事業者と連携した関係
を構築することが必要 

○アンケートによると、７０～８０歳代でも自家用車を選択する割合が過半数以上と自家用車に依存している一方で、高
齢化に伴い、公共交通に対する役割は高まりつつあるため、高齢者の移動手段の確保に向けた検討が必要 
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多様な主体との連携による取り組み 

 

―基本目標１― 

町民・利用者の生活の質を高め
る公共交通ネットワークの形
成 

 

 

―基本目標２― 

利用しやすく使いたくなるよ
うな利用環境の充実 

 

―基本目標３― 

次の世代へ繋いでいく持続可
能な基盤づくり 

 

SDGs
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凡例

広域幹線交通（鉄道）

地域間幹線交通

（地域間幹線系統）

地域内交通（バス）

小需要対応交通

中心交通結節点

交通結節点

交通拠点施設
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施策５：公共交通の基盤づくり 
 

SDGs  

事業５-１ 事業者の運転手確保支援 
事業５-２ 環境やバリアフリーに配慮した車両の見直し 
事業５-３ まちづくりと一体となった公共交通施策の推進 

施策２：交通結節点の機能強化 

 

 
事業２-１ 公共交通機関同士の乗り換え向上 

施策３：利用しやすさの向上に向けた利用環境の充実 

 

事業３-１ 利用案内・待合環境の充実 

 

事業４-１ 情報発信の強化 
事業４-２ 福祉・観光・教育分野等と連携した利用促進 
事業４-３ 町民向けの普及・啓発活動の展開 

 

 

 

事業１-１ 地域の実情に見合った町民バスの見直し 
事業１-２ 日中帯における主要拠点を運行する区間の平準化 
事業１-３ 広域的な公共交通ネットワークの見直し 
事業１-４ 新たな技術を活用した交通サービスの導入検討 
事業１-５ 町民と特定利用者の混乗化 
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区分 実施項目 
令和６年度 

（１年目） 

令和７年度 

（2 年目） 

令和８年度 

（3 年目） 

令和９年度 

（4 年目） 

令和 10 年度 

（5 年目） 

計画 

施策・事業の評価・検証 

（プロセスの評価・検証） 
実施 実施 実施 実施 実施 

目標の達成状況の評価 

（効果の評価） 
  中間評価  最終評価 

会議 利府町地域公共交通会議 
開催 

（年１～3 回） 
開催 開催 開催  

調査 
利用状況の分析・検証 実施 実施 実施 実施 実施 

利用ニーズ把握調査の実施     実施 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

    

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

地域公共交通会
議等の開催

庁内調整

地域間幹線系統
補助金関係

計画・
事業に
関連す
る行事

計画に
基づき
実施す
る内容 補助事

業等に
関連す
る行事

会議①

計画認定
申請

● ●

認定

●

予算要求

●

補助金交付申請
（前年度分）

施策・事業の実施 D
準備

施策・事業の
モニタリング

C
次年度への

見直し検討
A

地域公共交通

確保維持改善事業

計画の作成
P

●

自己
評価

会議② 会議③

計画（指標）の
モニタリング

C


